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＜領
りょういき

域：介
かいご

護＞

問
もんだい

題 3　介
かいごしせつ

護施設における介
かいご

護ロボットに関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　導
どうにゅう

入した施
しせつ

設は，人
じんいんはいちきじゅん

員配置基準が撤
てっぱい

廃される。

2　使
しようほうほう

用方法は，職
しょくいん

員個
こじん

人の判
はんだん

断で行
おこな

う。

3　導
どうにゅう

入することによって，利
りようしゃ

用者の自
じりつしえん

立支援や生
せいかつ

活の質
しつ

の向
こうじょう

上が期
きたい

待される。

4　導
どうにゅう

入の目
もくてき

的は，職
しょくいん

員と利
りようしゃ

用者とのかかわりを最
さいしょうげん

小限に抑
おさ

えることである。

5　導
どうにゅう

入によって，職
しょくいん

員の巡
じゅんかい

回は不
ふよう

要になる。

問
もんだい

題 4　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，指
していひなんじょ

定避難所での要
ようはいりょしゃ

配慮者に対
たい

する生
せいかつしえん

活支援として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　避
ひなんじょない

難所内の情
じょうほうていきょう

報提供には，音
おんせい

声やピクトグラム（pictogram）も取
と

り入
い

れる。

2　避
ひなんじょない

難所内では，二
に じ ひ な ん

次避難に備
そな

えて土
どそく

足で過
す

ごしてもらう。

3　食
しょくじ

事は，被
ひさいしゃ

災者の平
びょうどうせい

等性，公
こうへいせい

平性の観
かんてん

点から同
おな

じものを提
ていきょう

供する。

4　トイレは，感
かんせんよぼう

染予防のために和
わしきべんき

式便器が望
のぞ

ましい。

5　生
せいかつはんい

活範囲は，区
くかく

画されたスペースに限
げんてい

定する。

介
かい ご

護の基
き ほ ん

本
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問
もんだい

題 5　ユニバーサルデザイン（universal design）の 7 原
げんそく

則に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のう

ち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　安
あんぜん

全で使
つか

いやすいデザインにする。

2　要
ようかいごこうれいしゃ

介護高齢者を 対
たいしょう

象 とする。

3　個
こべつたいおう

別対応より標
ひょうじゅんか

準化を優
ゆうせん

先する。

4　介
かいごふくししょく

護福祉職にとって操
そ う さ

作しやすいことを優
ゆうせん

先する。

5　デザインの 美
うつく

しさを優
ゆうせん

先する。

問
もんだい

題 6　Ａさん（51 歳
さい

，男
だんせい

性，障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分 5 ）は，知
ちてきしょうがい

的障害がある。共
きょうどうせいかつえん

同生活援 

助
じょ

（グループホーム）で生
せいかつ

活をしている。 日
にっちゅう

中 は，生
せいかつかいご

活介護を利
り よ う

用して軽
けいさぎょう

作業を

行
おこな

っている。Ａさんは，タオルに強
つよ

いこだわりを持
も

っていて，なじみの店
みせ

で自
じ ぶ ん

分

が選
えら

んだタオルしか使
し よ う

用しない。これまでタオルは， 両
りょうしん

親 と買
か

いに行
い

っていたが，

両
りょうしん

親 が高
こうれい

齢になり行
い

けなくなった。Ａさんの 両
りょうしん

親 から，サービス管
かんりせきにんしゃ

理責任者に，

「強
つよ

いこだわりがあるので，いつも行
い

く店
みせ

で本
ほんにん

人にタオルを選
えら

ばせてほしい。何
なに

か

良
よ

いサービスはありませんか」と相
そうだん

談があった。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，サービス管
かんりせきにんしゃ

理責任者の助
じょげん

言として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　店
みせ

までの移
い ど う

動に不
ふ あ ん

安があるため，同
どうこうえんご

行援護を勧
すす

める。

2　身
しんたいきのう

体機能の維
い じ

持・ 向
こうじょう

上 のために，自
じりつくんれん

立訓練（機
きのうくんれん

能訓練）を勧
すす

める。

3　一
ひ と り

人で 外
がいしゅつ

出 できるように，自
じはつてきかつどうしえん

発的活動支援を勧
すす

める。

4　自
じ り つ

立した日
にちじょうせいかつ

常生活が送
おく

れるように，自
じりつせいかつえんじょ

立生活援助を勧
すす

める。

5　本
ほんにん

人が買
かい

物
もの

に行
い

けるように，行
こうどうえんご

動援護を勧
すす

める。

8033_RUB06_KAIAM_M.indd   5 2025/11/13   11:46



6

Ａ　
　

パ　
　

ー　
　

ト

問
もんだい

題 7　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいご ほ け ん せ い ど

護保険制度における一
ひ と り ぐ

人暮らしの要
ようしえんしゃ

支援者を支
ささ

える

サービスの内
ないよう

容として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　夜
やかん

間を安
あんしん

心して過
す

ごすために，夜
やかんたいおうがたほうもんかいご

間対応型訪問介護を利
りよう

用する。

2　自
じたく

宅で安
あんぜん

全に移
いどう

動するために，介
かいごよぼう

護予防住
じゅうたくかいしゅう

宅改修を利
りよう

用する。

3　趣
しゅみ

味のカラオケに行
い

くために，小
しょうきぼたきのうがた

規模多機能型居
きょたくかいご

宅介護を利
りよう

用する。

4　身
みもとほしょう

元保証や死
し ご

後の財
ざいさんしょぶん

産処分のために，高
こうれいしゃとう

齢者等終
しゅうしん

身サポート事
じぎょう

業を利
りよう

用する。

5　金
きんせんかんり

銭管理のために，日
にちじょうせいかつ

常生活自
じりつしえんじぎょう

立支援事業を利
りよう

用する。

問
もんだい

題 8　Ａさん（91 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようしえん

支援 2）は，長
ながねん

年診
しんりょうじょ

療所の医
い し

師として地
ちいきいりょう

域医療に

貢
こうけん

献してきた。婚
こんいんれき

姻歴はなく，診
しんりょうじょ

療所敷
しきちない

地内の自
じたく

宅で 3匹
びき

の猫
ねこ

と暮
く

らしている。

85 歳
さい

で医
い し

師を引
いんたい

退した後
あと

も，近
きんりん

隣にはＡさんを慕
した

う地
ちいきじゅうみん

域住民が多
おお

く，定
ていきてき

期的に，

「先
せんせい

生，元
げんき

気にしてますか」とＡさんの自
じたく

宅を訪
たず

ねている。

Ａさんは昨
さくねん

年から歩
ほこう

行の不
ふあん

安を訴
うった

え，現
げんざい

在は地
ちいきじゅうみん

域住民の見
みまも

守りのほか，訪
ほうもんがた

問型

サービスを週
しゅう

2 回
かいりよう

利用している。人
ひと

の世
せ わ

話になることに慣
な

れていない様
ようす

子もある

が，最
さいご

期まで自
じたく

宅で暮
く

らすことを望
のぞ

んでいる。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ａさんの生
せいかつし

活史を尊
そんちょう

重した訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の声
こえ

かけとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「 3匹
びき

の猫
ねこ

は，今
こんご

後は地
ちいき

域の皆
みな

さんに預
あず

けましょう」

2　「近
きんじょ

所の方
かた

の力
ちから

も借
か

りて，この地
ちいき

域で暮
く

らしていけるように考
かんが

えていきましょ

う」

3　「介
かいご

護を受
う

けることにも，今
こんご

後は慣
な

れてください」

4　「医
い し

師であったことは忘
わす

れて，私
わたし

たちを頼
たよ

ってください」

5　「一
ひ と り ぐ

人暮らしで自
じたく

宅で最
さいご

期を迎
むか

えるのは，不
ふあん

安がありますよね」
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題 9　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいごろうじんほけんしせつ

護老人保健施設における在
ざいたくふっき

宅復帰に向
む

けたカンファレ

ンスで，介
か い ご ふ く し し

護福祉士が連
れんけい

携する職
しょくしゅ

種の役
やくわり

割として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びな

さい。

1　歯
し か え い せ い し

科衛生士が，義
ぎ し

歯を作
さくせい

成する。

2　看
か ん ご し

護師が，車
くるま

いすを貸
たいよ

与する。

3　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）が，訪
ほうもんかいごけいかく

問介護計画を作
さくせい

成する。

4　福
ふくしようぐせんもんそうだんいん

祉用具専門相談員が，下
か し

肢の機
きのうくんれん

能訓練をする。

5　作
さぎょうりょうほうし

業療法士が，自
じたく

宅の玄
げんかん

関の段
だんさ

差を確
かくにん

認する。

問
もんだい

題 10　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設におけるリスクマネジメントとして，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　安
あんぜんたいさくたんとうしゃ

全対策担当者を置
お

き，事
じこはっせいよぼう

故発生予防のための委
いいんかい

員会を定
ていきてき

期的に開
かいさい

催する。

2　家
かぞく

族からの苦
くじょう

情は，介
かいごふくししょく

護福祉職が，その場
ば

で解
かいけつ

決する。

3　利
りようしゃ

用者の私
しぶつ

物を壊
こわ

したときは，介
かいごふくししょく

護福祉職の自
じこはんだん

己判断で弁
べんしょう

償する。

4　入
にゅうよくかいじょじ

浴介助時のインシデントの報
ほうこく

告は，職
しょくいんかん

員間の口
こうとう

頭による伝
でんたつ

達に統
とういつ

一する。

5　事
じ こ ぼ う し

故防止のため，地
ちいき

域のお祭
まつ

りへの参
さんか

加は控
ひか

える。

問
もんだい

題 11　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいごげんば

護現場におけるレジオネラ菌
きん

の感
かんせんたいさく

染対策として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　感
かんせんしゃ

染者の衣
いるい

類は，熱
ねっとう

湯で煮
しゃふつしょうどく

沸消毒する。

2　提
ていきょう

供する食
しょくひん

品は，加
かねつちょうり

熱調理を徹
てってい

底する。

3　循
じゅんかんしきよくそう

環式浴槽は，塩
えんそけいやくざい

素系薬剤を使
しよう

用して消
しょうどく

毒する。

4　ドアノブは，次
じ あ え ん そ さ ん

亜塩素酸ナトリウム液
えき

で消
しょうどく

毒する。

5　家
かていようかしつき

庭用加湿器のタンクの水
みず

は，常
つね

に貯
た

めておく。
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題 12　介
かいごふくししょく

護福祉職が受
う

けるストレスチェック制
せいど

度に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　 3年
ねん

に 1 回
かい

の実
じっし

施が義
ぎ む

務づけられている。

2　労
ろうどうしゃすう

働者数が常
じょうじ

時 100 名
めい

の事
じぎょうじょう

業場は受
じゅけん

検が免
めんじょ

除される。

3　結
けっか

果は労
ろうむかんり

務管理を行
おこな

う介
かいごしゅにん

護主任へ提
ていきょう

供され，面
めんせつしどう

接指導に活
かつよう

用する。

4　心
しんりてき

理的な負
ふたん

担の程
ていど

度を把
はあく

握するためのものである。

5　高
こう

ストレスと判
はんてい

定された場
ばあい

合は，産
さんぎょうい

業医による治
ちりょう

療が必
ひっす

須である。
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